第２回　下野市障がい者福祉計画策定委員会

会　議　録

１　開催日時

　　平成26年9月18日(木)　午後１時30分～4時30分
２　開催場所

　　下野市保健福祉センター　きらら館研修室

３　出席委員（委員13名）
　　毛呂委員、鱒渕委員、近藤委員、安田委員、高木委員、高井委員、鈴木智委員、篠崎委員、神村委員、木村委員、本田委員、萩原委員、大越委員
（欠席）
　鈴木純委員、山中委員、菅沼委員、朝川委員、渡邉委員、高山委員、鈴木靖委員
　（事務局）

　　臼井課長補佐、間板副主幹、増渕主査、菊池主事
　（傍聴者）なし
４　内容
1． 第１回下野市障がい者福祉計画策定委員会会議録の確認について
2． 講話「第4期下野市障がい者福祉計画」の策定について
国際医療福祉大学　松永千惠子准教授

3． 「第4期下野市障がい者福祉計画（平成27年度～平成29年度）（案）

下野市の現状と課題についての確認・質疑
4． グループワーク（ワールドカフェ方式）

第4期下野市障がい者福祉計画の重点目標について
5． グループワークのまとめ
５　資料
1． 第１回下野市障がい者福祉計画策定委員会会議録
2． 「第4期下野市障がい者福祉計画」の策定について

3． 「第4期下野市障がい者福祉計画（平成27年度～平成29年度）（案）

4． ワールドカフェの具体的な進め方
　
要点記録

[この会議録は要点記録であり、すべての発言が記載させているものではありません。]
あいさつ

○開会のあいさつ

（臼井課長補佐）

ただいまから、第２回下野市障がい者福祉計画策定委員会を開会いたします。
○委員長あいさつ

（高井委員）

過日の茨城県南部を震源地とする強い地震がありましたが、震源地から離れた私どもの佐野市の施設で、窓ガラスが割れるなどの被害がありました。東日本大震災から時が経て、地震に対する備えを忘れがちになっていると思われますが、今一度、再確認をお願いしたいと思います。

さて、本日の第２回の策定委員会は、ワールドカフェ方式により委員の皆様より意見を頂戴することで進めて参ります。策定委員会の内容は、公開となっておりますが、ワールドカフェにおける議事録をすべて記録することは困難であるため、ワールドカフェのグループ内での意見交換内容については、議事録として取り上げないことでご了承願いたいと思います。
○内容（要旨）
（1） 第１回下野市障がい者福祉計画策定委員会会議録の確認について
（事務局）

資料1について、委員の皆様に第１回策定員会会議録を事前に送付し確認願いましたところ事務局へ訂正箇所等の連絡はありませんでした。よって議事録署名人に選任されました木村委員及び本田委員に議事録署名を頂きましたことを報告いたします。
（事務局）

第２回策定員会会議録の議事録署名人について委員長の選任をお願いします。

（高井委員長）

第２回策定委員会議事録著名人は、近藤委員と安田委員にお願いいたします。
（2） 講話「第4期下野市障がい者福祉計画」の策定について
（事務局）

本日は、障がい福祉施策に顕著であります国際医療福祉大学　松永千惠子准教授をお迎えしておりますので「「第4期下野市障がい者福祉計画」の策定について講話頂きたいと思います。

（松永千惠子准教授）

資料２の下記の項目に基づき、前回（平成２６年３月）に話した内容から国の障がい福祉計画策定における基本指針の改正があったことなどをご教授頂きました。
1． 障がい福祉計画の趣旨

2． 計画策定の主なポイント

3． 下野市の取り組み
（3） 「第4期下野市障がい者福祉計画（平成27年度～平成29年度）（案）

～下野市の現状と課題についての確認・質疑について～
（事務局）

資料３に基づき説明が行われた。

ご意見ご質問等があればお願いいたします。

（全委員）

意見なし。

（事務局）
ご意見等は、事務局にて随時承っておりますのでよろしくお願いいたします。

（4） グループワーク（ワールドカフェ方式）

～第4期下野市障がい者福祉計画の重点目標について～

（事務局）

第4期下野市障がい者福祉計画の重点目標についてのグループワーク（ワールドカフェ方式）を行います。資料４について説明。

（全委員）

　４人～５人を１グループとして、「第３期障がい者福祉計画」の３つの重点目標ごとに３グルー
プで実施。グループ内の代表者以外は、他のグループに移り意見交換を実施した。

（5） グループワークのまとめ
（事務局）

　グループごとで意見交換した内容について、まとめとして発表して頂きたいと思います。

（グループ１）重点目標１「居場所の確保」
　居場所について、２つに分類して意見交換した。１つは、「地域社会における居場所」もう一つ
は、「福祉的な分野の居場所」。「地域社会における居場所」としては、障がいがあってもなくて
も集える場所（サロンや公民館等）があるとよい。また、「福祉的な分野の居場所」としては、
「障がい者を守る家」などのネーミングでマークしたわかりやすい居場所の確保や、さらに学
べる居場所づくりも必要である等の意見があった。

（グループ２）重点目標２「就労支援の充実」

就労支援について、自立支援協議会で下野市の障害者の具体的就労先の現状について調査して
きた経緯がある。しかしながら、企業側へのアプローチや逆に企業側からの障害者雇用の実態
などを把握できていない。また、障がい者雇用は、身体障害者だけでなく、知的・精神障害者
の３障害すべてを均等に雇用することが必要である等の意見があった。
（グループ３）重点目標３「普及・啓発の推進」
　普及・啓発については、自立支援協議会での福祉フェスタへの参加、家族会や親の会、幼稚園
等への積極的にＰＲしてきた。しかしながら、もう一歩進んだＰＲの推進（パンフレット作成
による見せる努力など）を進めていく必要がある。また、精神障害については理解も得にくい
ことから、幼少期・学齢期からの教育・交流等が必要等の意見があった。
（事務局）

　グループワークのまとめを通して、松永千惠子准教授にご教授頂きたいと思います。

（松永千惠子准教授）

　グループワークを取り入れての計画策定は、とてもすばらしいことです。

重点目標の中に取り入れて頂きたい項目についてお話させていただきます。近年の障害者は、右肩上がりに増加し、さらに重度化・高齢化が進んでいる中で、入所施設は１割～２割、在宅が６割～７割であります。このような中で、下野市は、グループホームなどの終の棲家をどうするのかなども考える必要があると思います。

重点目標１「居場所の確保」について

　・日中の居場所だけでなく、障害者や障害者の親の高齢化により、親亡き後の居場所の確保が
　　非常に必要。

　重点目標２「就労支援の充実」

　・就労移行支援事業所が減少している中で、一般就労移行者数を４倍にすることを目標値に設
定するなど、現場の実態からすると非常に大変なことであるが、事業所と共に工夫していか
なければならない。
重点目標３「普及・啓発の推進」

・普及・啓発は大変奥が深いものであり、何よりも心の考え方の意識を変える、心のバリアを取り除くことが重要。

（6） 閉会

（事務局）
次回は、自立支援協議会の中で内容等を意見交換し、「第４期障がい者福祉計画」（素案）がある程度まとまった段階で策定委員会を開催したいと思います。
以上をもって、第２回下野市障がい者福祉計画策定委員会を閉会といたします。
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